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新
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ぐ
る

ー
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第
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９
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３
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東
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三
山

東
北
三
山

東
北
三
山

東
北
三
山
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど

( 鳥
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山

鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山
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羽
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三
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合
祭
殿

羽
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山
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神
合
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殿

羽
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三
神
合
祭
殿

羽
黒
山
三
神
合
祭
殿
、、 、、
月
山

月
山

月
山

月
山
、、 、、
蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山

) 遠
征
登
山

遠
征
登
山

遠
征
登
山

遠
征
登
山

 

 ◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
８

月
２

５
日

( 金
) 
～
２

８
日

( 月
)  

 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
前

田
 

正
、
濱

野
兼

吉
、

大
江

加
予

子
・
徳

子
、
畑
林

清
子

、
生

熊
千

満
子

、
上

村
洋

司
・

 

 
 

 
 

 
和

美
。

樋
口

義
也

、
奥

村
順

夫
、

竹
中

卓
司

、
高

階
鈴

子
・

美

根
子

、
三

井
幹

雄
、

石
橋

哲
郎

・
隆

子
、

椎
木

 
尭

・
照

子
、

 

梶
野

照
雄

(2
7
～

2
8
) 。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

２
名

。
 

 
 

 
 

 
添
乗
員

添
乗
員

添
乗
員

添
乗
員
；

中
西

和
子

( 和
歌

山
新

日
本

旅
行

) 

  
 

 
 

 
 

 
 
８８ ８８
月月 月月
２
５

２
５

２
５

２
５
日日 日日

( 金金 金金
) 「「 「「

獅
子

獅
子

獅
子

獅
子
ヶヶ ヶヶ
鼻
湿
原

鼻
湿
原

鼻
湿
原

鼻
湿
原
→→ →→
元
滝
伏
流
水

元
滝
伏
流
水

元
滝
伏
流
水

元
滝
伏
流
水
」」 」」
    
晴
時

々
曇

 

新
宮

組
は

、
沖

﨑
車

( 沖
﨑
・
濱

野
・
児

嶋
、
上

村
夫

妻
・
添

乗
員
・
中

西
) 

大
江

車
( 川

島
・

前
田

・
大

江
親

子
・

畑
林

・
生

熊
) に

分
乗

し
５

時
に

出
発

 

し
、

南
紀

田
辺

Ｉ
Ｃ

で
阪

和
道

に
入

り
、

印
南

Ｓ
Ａ

と
岸

和
田

Ｓ
Ａ

で
小

休
 

止
し

、
松

原
Ｊ

Ｃ
Ｔ

で
阪

神
高

速
道

に
入

り
池

田
線

の
豊

中
北

出
口

で
９

時
 

頃
に

降
り

る
。

大
阪

空
港

の
車

の
乗

降
位

置
に

並
ぶ

と
、

沖
﨑

車
と

大
江

車
 

の
間

に
紀

勢
道
・
新

名
神

道
経

由
の

尾
鷲
・
海

山
組

の
奥

村
車

( 奥
村
・
竹

中
・

 

樋
口

・
高

階
姉

妹
) が

偶
然

並
ん

だ
が

、
奥

村
車

は
気

付
か

ず
列

を
離

れ
る

。
 

 
な

か
な

か
荷

を
降

ろ
す

こ
と

が
出

来
ず

、
一

旦
駐

車
場

「
ア

サ
ヒ

」
へ

行
 

き
、

送
っ

て
貰

お
う

と
「

ア
サ

ヒ
」

へ
行

く
と

奥
村

車
が

先
着

し
て

い
た

。
 

「
ア

サ
ヒ

」
の

先
導

誘
導

車
で

３
台

一
緒

に
空

港
に

戻
り

、
運

転
者

以
外

は
 

全
員

降
り

る
。

運
転

者
は

「
ア

サ
ヒ

」
に

戻
り

、
「

ア
サ

ヒ
」

の
車

で
空

港
 

に
送

っ
て

貰
う

。
 

 
空

港
内

に
入

る
と

、
２

７
日

夕
方

に
合

流
す

る
梶

野
氏

が
見

送
り

に
わ

ざ
 

わ
ざ

来
て

下
さ

る
。

先
刻

空
港

に
着

い
た

際
に

搭
乗

券
手

配
に

降
り

ら
れ

た
 

添
乗

員
・
中

西
さ

ん
か

ら
搭

乗
券

が
、
各

自
に

手
渡

さ
れ

手
荷

物
を

預
け

る
。

 

 
公

共
機

関
利

用
の

広
島

の
椎

木
夫

妻
、
兵

庫
の

三
井

さ
ん

は
集

合
す

る
が

、
 

和
歌

山
の

石
橋

夫
妻

が
合

流
し

な
い

の
で

、
携

帯
電

話
を

す
る

が
通
じ

な
い

 

( 帯
電

話
番
号

の
記
載

間
違

) 。
 

１
０

時
過
ぎ

に
な

り
、

一
部

の
人

を
残

し
搭

乗
口

２
階

に
上

が
っ

て
行

く
 

と
、

石
橋

夫
妻

が
２

階
で

９
時

頃
か

ら
待

っ
て

い
た

と
の

こ
と

。
 

 
２

階
搭

乗
口

に
は

、
見

送
者

が
入

れ
な

い
の

で
、

梶
野

氏
と
再
会

を
楽

し
 

み
に
別

れ
る

。
 

 
 

 
 

 

 
 

空
港

内
に

集
結
 

 
 

 
 

搭
乗

券
配

布
 

 
 

手
荷

物
を

預
け

た
後
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

搭
乗
待
ち

 
 

 
搭

乗
口

で
待

機
 

 
 

 
搭

乗
の

プ
ロ

ペ
ラ

航
空

機
 

  
搭

乗
口

７
番
ゲ

ー
ト

は
、

一
番
端

に
あ

り
歩

く
距

離
が
長

い
。

 

定
刻
通

り
機

内
搭

乗
が
始
ま

り
、

A
N

A
1
6
5
3
便

は
、
双

発
プ
ロ
ペ

 

ラ
機

( ７
０
人

乗
り

) で
国

内
で

は
初
体
験
飛

行
と

な
る
人
も
多

い
。

 

 
う

な
り

を
あ
げ

る
エ
ン
ジ
ン
音

と
共

に
１

１
時

１
０

分
に

離
陸

。
 

機
長
よ

り
高
度
約

7
5
0
0
m

で
安
定
飛

行
に

入
り

、
秋

田
空

港
の
天
候

は
晴
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と
の

こ
と

。
予
報

で
は

、
前

線
通
過

に
よ

り
昼

頃
ま

で
大
雨
注
意
報

が
発
令

 

さ
れ

て
い

た
の

で
到

着
時

を
心

配
し

た
が

内
心
安
堵

す
る

。
 

能
登
半

島
、
佐

渡
ヶ

島
上

空
を
飛

行
し

て
、
山
形

、
秋

田
上

空
を
飛

行
す

 

る
と

、
濁

っ
た
河

川
が

見
ら

れ
、
氾
濫

し
た
箇
所
も

見
え

る
。
雲

間
か

ら
残

 

雪
を
抱

い
た

高
い

山
が

見
え
鳥

海
山

だ
！

 

１
２

時
３

５
分

に
秋

田
空

港
着

。
搭

乗
人

員
が
少

な
い

の
で

手
荷

物
を
受

 

取
る

の
は
容
易

で
あ

る
。

 

秋
田

空
港

で
昼
食

と
思

っ
た

ら
、
昼
食
抜

き
で
宿

に
早

く
入

る
事

に
し
ま

 

す
と

の
事

。
 

貸
切
バ
ス

( 運
転

手
；
佐
藤

さ
ん

) は
、
象
潟

( き
さ

が
た

) 合
同
バ
ス

の
大
型

バ
ス

( ４
５
人

) で
あ

る
。
当
初

２
８

名
の

参
加
申
込

が
あ

り
手

配
し

た
が

、

出
発
約

２
週

間
前

に
中
型
バ
ス

へ
の
変
更

を
折
衝

し
た

が
、
明

日
２
６

日
は

日
本

三
大
花
火

大
会

( 大
曲
・
土
浦
・
長
岡

) の
大
曲
花
火

大
会

が
開
催

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、
こ

の
時
点

で
の
バ
ス

の
や

り
繰

り
が
難

し
い

と
の
事

か
ら
変

更
で

き
な

か
っ

た
と

の
事

。
ゆ

っ
た

り
座

れ
る

分
、
割

り
高

は
免

れ
な

い
。
 

大
曲
花
火

大
会

は
、
昨

日
か

ら
の
豪
雨

に
よ

り
雄

物
川

が
増
水

し
て

、
ま

だ
開
催

が
決
定

し
て

い
な

い
と

の
事

。
 

 
 

 
 

 
秋

田
空

港
・

手
荷

物
待

ち
 

秋
田

空
港

と
貸

切
バ

ス
 

 
獅

子
ヶ

鼻
湿

原
入

口
 

 

 
 
秋

田
空

港
を

出
発

し
て
最
初

に
、
湧
水

と
原

生
林

の
獅

子
ヶ
鼻
湿

原
を
散

策
す

る
こ

と
に

な
り

１
４

時
過
ぎ

に
到

着
。

 

こ
こ

は
、
鳥

海
山
麓

北
側

に
位

置
し

、
ブ
ナ

の
原

生
林

に
囲
ま

れ
た
森

は
、
 

「
あ

が
り

こ
大
王

」
を

は
じ
め
奇
形
巨

木
群
や
「

出
つ
ぼ

」
と

い
わ

れ
る
湧

水
池

、
「
鳥

海
マ
リ
モ

」
等

が
見

ら
れ

る
湿

原
で

、
フ
ル
コ

ー
ス

は
約

２
時

 

間
半

で
あ

る
が

、
１

時
間
半

で
散
策

す
る
事

に
な

り
「
森

の
巨

木
百
選

」
の

「
あ

が
り

こ
大
王

」
と

「
出
つ
ぼ

」
間

の
コ

ー
ス

を
散
策

し
た

。
 

腹
が

空
い

た
の

で
売
店

で
腹
ご

し
ら

へ
に

な
る

物
を
求
め

て
い

た
。
散
策

コ
ー
ス

は
、

大
半

が
木

道
で

本
当

に
良

く
整
備

さ
れ

て
い

た
。

 

 
 

 

整
備

さ
れ

た
湿

原
木

道
 

 
樹

齢
3
0
0
年

の
奇

形
巨

木
ブ

ナ
の

「
あ

が
り

こ
大

王
」
 

 
 

 

「
出

つ
ぼ

」
標

識
前

に
て

 
「

出
つ

ぼ
」

湧
水

池
 

 
 

入
口

売
店

前
に

て
 

 

次
に
鳥

海
山

に
染
み
込

ん
だ
水

が
、
幅

３
０
ｍ

の
岩
肌

一
帯

か
ら

豊
富

に
湧

き
出

し
て

い
る

「
平
成

の
名
水
百
選

・
元
滝
伏

流
水

」
を

見
る

。
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元
滝

伏
流

水
の

案
内

板
 

 
 

 
 

 
 

元
滝

伏
流

水
の

風
景

 

 

道
の
駅
「
ね
む

の
丘

」
に
移
動

し
て

、
６
Ｆ
展
望

台
か

ら
鳥

海
山
麓

に
点

在
す

る
６

０
あ
ま

り
の

島
々

が
田
園
地

帯
に
浮

か
ん

で
い

る
様

に
見
え

る

「
九
十
九

島
」
の
独
特

の
風
景

を
眺
望

し
た

。
昔

は
、
海

の
中

に
点
在

す
る

島
々

で
あ

っ
た

が
、
大
地
震

に
よ

り
隆
起

し
て
陸

に
な

っ
て

出
来

た
そ

う
で

す
。

 

 
鳥

海
山

の
全
容

が
望
ま

れ
、
明

日
は
絶
好

の
登

山
日

和
に

な
り
そ

う
だ

。
 

 
 

九
十

九
島

の
風

景
 

 
 

 
鳥

海
山

山
容

 

 

に
か
ほ
市

の
象
潟

夕
日

の
宿

「
さ

ん
ね
む
温
泉

」
に

１
７

時
過
ぎ

に
到

着
。
 

夕
食
懇

親
会

は
、
１

８
時
よ

り
「
鳥

海
山
登
頂

を
祈
念

し
乾
杯
！

」
で
開
宴

。

予
定
よ

り
３

０
分

は
早

い
５

時
４

０
分

発
に

旅
館

に
折
衝

し
て
頂

き
、
朝

 

食
の

お
に
ぎ

り
は

用
意

し
て
頂

く
事

に
な

っ
た

。
又

、
昼
食

+
飲
料
水

は
近

 

く
の
コ
ン
ビ
ニ

で
、

各
自

が
調
達

す
る
伝
達
事
項

を
伝
え

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
「

さ
ん

ね
む

温
泉

」
で

の
夕

食
懇

親
会

 

 早
朝

発
の
疲

れ
も
あ

り
１

９
時
半
過
ぎ

に
閉
宴

に
し

て
、
コ
ン
ビ
ニ

で

明
日

の
昼
食

を
調
達

し
て

２
１

時
頃

に
就
寝

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

新
宮
5
:
0
0
→
6
:
2
5
南

紀
田

辺
I
C
→

印
南
S
A
→

岸
和

田
S
A
8
:
0
0
→

阪
神

高
 

速
→

豊
中

北
出

口
9
;
0
0
→
9
:
1
0
大

阪
空

港
1
1
:
0
5
→
(
A
N
A
1
6
5
3
)
→
1
2
:
3
5
 

秋
田

空
港
1
3
:
0
0
→
1
4
:
0
5
獅

子
ヶ
鼻
湿

原
1
5
:
4
0
→
1
5
:
5
0
元
滝
伏

流
水

 

1
6
:
2
5
→
1
6
:
4
0
道

の
駅
「
ね
む

の
丘

」
1
7
:
0
0
→
1
7
:
1
0「

さ
ん
ね
む
温
泉

」
。
 

  
 

 
８８ ８８
月月 月月
２
６

２
６

２
６

２
６
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) )) 「「 「「
鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山

鳥
海
山
→→ →→
羽
黒
山

羽
黒
山

羽
黒
山

羽
黒
山
」」 」」
 

山
は
視
界
不
良

・
暴
風

。
山
麓

は
曇

り
後

晴
 

 
 

５
時

前
に
起
床

。
朝

か
ら

晴
れ

る
と
思

っ
た

が
、
雲

が
多

く
朝
焼

け
て

し

て
い

る
、
地
元

の
天

気
予
報

で
は

９
時

頃
よ

り
晴

と
な

っ
て

い
る

。
 

 
 

５
時

４
０

分
に

旅
館

を
出

発
、
鳥

海
山

の
中
腹

以
上

は
雲

に
覆

わ
れ

て
山

容
が
望
め

な
い

。
鳥

海
ブ
ル

ー
ラ
イ
ン

の
展
望
良

い
場
所

か
ら
九
十
九

島
の

独
特

の
風
景

と
昨

日
立
寄

っ
た

「
道

の
駅

」
辺

り
が
眺
望

出
来

た
。

 

象
潟

口
コ

ー
ス

の
鉾
立

駐
車

場
(
標

高
1
1
5
0
m
)
に
６

時
２

０
分

に
到

着
。
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鳥
海

山
ま

で
約

４
時

間
４

０
分

か
か

る
こ

と
か

ら
、

先
頭

の
歩

行
ペ

ー
ス

メ
ー
カ

ー
を

樋
口

氏
に

お
願

い
す

る
つ
も

り
で
あ

っ
た

が
、

１
０

日
程

前
に

テ
ニ
ス

中
に
肉

離
れ

を
し

て
無
理

と
の
事

か
ら

、
畑

林
さ

ん
に

お
願

い
す

る
。
 

 
 

 

ブ
ル

ー
ラ

イ
ン

か
ら

眺
め

る
 

 
 

鉾
立

便
所

前
に

て
 

 
 

 
鉾

立
を

出
発

！
 

舗
装
登

山
道

を
辿

る
と
程

な
く
展
望

台
が
あ

る
が

、
標

高
１

５
０

０
ｍ

以
上

は
雲

が
か

か
り

見
え

な
い

の
で
立
寄

ら
ず

尾
根
沿

い
の
登

山
道

を
進

む
。

尾
根

下
に
増
水

し
た
奈
曾
渓
谷

が
、
源

流
谷
筋
も
白

く
流

れ
て

い
る

の
が

見
え

る
。
天
候

が
回
復

す
る

だ
ろ

う
下

山
時

に
撮
影

す
る
事

に
し

て

撮
ら

な
か

っ
た

。
 

登
山

道
は

、
道
幅
約

２
ｍ

で
岩

を
割

っ
た
跡

の
あ

る
敷

石
の

階
段

を
登

っ
て

行
く

。
道
端

に
は

時
折
赤
紫

の
ハ
ク

サ
ン
フ
ウ
ロ
ウ
や
白

の
ハ
ク

サ

ン
イ
チ
ゲ

を
見

な
が

ら
辿

る
。

 

 
 

 

３
０

分
程

歩
い

て
休

憩
 

 
賽

の
河

原
・

岩
の

目
印

 
「

御
浜

」
に

到
着

 

湿
っ

た
気

流
ガ
ス

が
吹

き
流

れ
、

上
衣
雨
具

を
着

用
す

る
。

 

尾
根
筋

の
登

り
か

ら
左
斜
面
沿

い
に
辿

る
と

、
広

く
て
迷

わ
な

い
様

に

岩
に
目

印
さ

れ
た
賽

の
河

原
・
６

合
目
(
標

高
1
5
2
0
m
)
に

着
き

小
休

止
。

 

小
休

止
後

、
視
界

が
一
層
悪

く
な

り
少

し
風
も
強

く
な

る
。

降
り

て
来

る
女
性
登

山
者

に
声

を
か

け
る

と
「
風

が
強

く
て
引

き
返

す
」

と
の
事

。
 

尾
根
直

下
の
御
浜

神
社

の
祀

ら
れ

た
御
浜

小
屋
(
７

合
目
・
標

高
1
7
0
0
m
)

に
着

く
と

、
小
屋

前
は
強
風

が
止
む

の
を
待
つ
登

山
者

で
一
杯

に
な

る
。

 

１
０
ｍ
程
登

り
尾

根
に

出
る

と
身
構
え

な
い

と
吹

き
飛
ば

さ
れ

る
台
風

並
み

の
暴
風
(
風

速
２

５
ｍ

以
上

か
？
)
で

、
岩
陰

で
強
風

を
避

け
る
登

山

者
も

い
る

。
予
報

で
は

９
時

頃
か

ら
晴

の
予
報

に
な

っ
て

い
た

の
で

、
し

ば
ら

く
待

機
し

て
回
復

を
待
つ

こ
と

に
す

る
。

 

外
に

出
て

来
ら

れ
た

小
屋

の
人

に
、
天
候

の
回
復

を
尋
ね

る
と

「
こ

の

状
況

は
１

５
時

頃
迄
続

く
の

で
は

・
・

・
」

と
の
事

。
 

再
び
偵
察

に
尾

根
に

出
る

と
風

が
少

し
弱

く
な

り
、
右

下
に
鳥

海
湖

と

辿
る
扇

子
森
(
1
7
5
9
m
)
の
稜

線
が

見
え

る
。
小
屋

に
戻

り
、
間
隔

を
空

け
な

い
よ

う
に

並
ん

で
出

発
を
決
め

る
。
樋

口
氏

は
此
処

で
待

機
す

る
と

の
事

。
 

尾
根

に
出

る
と
視
界

が
悪

く
再
び
強
風

と
な

る
中

、
約

５
０
ｍ
進
み
振

り
返

る
と

濱
野

・
大

江
徳

・
畑

林
・

川
島

の
み

で
、
後

に
続

い
て
登

っ
て

来
て

い
な

い
。

 

再
び
強
風

が
吹

き
出

し
、
座

り
込
み

道
端

の
岩

を
掴
む

な
ど

す
る

。
 

小
屋

へ
と

戻
る
途

中
、

４
人

は
大
岩

の
陰

で
し
ば

ら
く
強
風

を
避

け
、

強
風

を
受

け
な

が
ら

小
屋

に
引

き
返

す
と

、
皆

は
待
避

し
「

こ
り
ゃ
無
理

や
で
！

」
と
言

っ
て

い
る

。
 

８
合
目

の
八
丁
坂

、
コ
ル

の
七
五

三
掛
(
し

め
か

け
・
1
8
2
0
m
)
か

ら
千
蛇
谷

コ
ー
ス

を
辿

り
、
頂

上
小
屋
(
御
室

小
屋
)
か

ら
新

山
(
2
2
3
6
m
)
を
ピ
ス
ト
ン

す
る

と
約

３
時

間
。

下
山

は
大

物
忌

神
社

を
経

て
三
角
点

の
在

る
七

高
山

(
2
2
2
9
m
)
に
登

り
、

外
輪

山
コ

ー
ス

を
下

る
事

に
し

て
い

た
が

、
こ

の
状
態

の
中

で
無
理

に
進
む

と
一
層
所
要

時
間

が
必
要

と
な

る
事

か
ら

、
登
頂

を

断
念

し
て

下
山

を
決
定

し
、
御
浜

を
９

時
に

下
山
開
始

。
登

っ
て

来
た

時

よ
り
も
悪
天
候

に
な

り
、

回
復

の
兆

し
も

見
え

な
い

。
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途
中

、
添

乗
員

・
中

西
さ

ん
に
登
頂
断
念

し
て

下
山

す
る
旨

を
伝
え

る
。

 

 
 

 

ガ
ス

っ
た

中
で

小
休

止
 

 
 

象
潟

口
コ

ー
ス

鉾
立

に
て
 

一
回

小
休

止
を

し
て

、
１

０
時

４
０

分
に
象
潟

口
駐

車
場

に
戻

っ
た

。
 

登
頂

を
断
念

し
早

く
下

山
し

た
の

で
、
表

参
道

か
ら
羽
黒

山
山
頂

の
出
羽

三
山
(
羽
黒

山
・

月
山

・
湯
殿

山
)
の

神
々

を
合
祀

す
る

三
神

合
祭
殿

を
参
拝

す
る
事

に
す

る
。

 

羽
黒

山
の

大
鳥
居

を
バ
ス

で
通

り
抜

け
宿
坊

の
町

並
み

に
入

る
と

、
羽
黒

山
「
秋

の
峰

入
り

」
で
法
螺

を
吹

き
な

が
ら
羽
黒

山
行

者
・

信
者

が
、

各
地

か
ら

集
い
羽
黒

山
表

参
道

へ
長

い
列

を
成

し
歩

い
て

お
ら

れ
る

。
 

随
神
門

か
ら
始
ま

る
表

参
道

は
、

全
長
約

１
．

７
㎞

、
２

４
４
６
段

の
石

段
が
あ

り
、
両
側

に
は
樹
齢

３
５

０
～

５
０

０
年

の
杉

並
木

が
続

き
、

山
頂

迄
徒
歩

で
約
６

０
分

と
の
事

。
 

 
 

 

 
隋

神
門

前
に

て
 

 
 

 
 

須
賀

の
滝

 
 

 
 

 
樹

齢
一

千
年

の
爺

杉
 

随
神
門

を
抜

け
、

石
段
唯

一
の

下
り
坂

を
下

る
と
祓

川
に
架

か
る
朱
塗

り

の
神

橋
が
あ

り
、
対

岸
に
須
賀

の
滝

が
か

か
る

。
橋

を
渡

る
と
樹
齢

一
千

年

の
爺
杉

、
程

な
く
国
宝

・
五
重
塔

が
あ

る
。
此
処

か
ら

神
域

に
ふ

さ
わ

し
い

杉
並

木
で

、
石
段

の
急

な
登

り
が

一
の
坂

か
ら

三
の
坂

が
あ

る
。

 

羽
黒

山
(
4
1
4
m
)
山
頂

の
三

神
合
祭
殿

を
参
拝

し
て

、
山
頂

駐
車

場
へ

。
 

樋
口

氏
は

、
五
重
塔

か
ら

戻
る

と
、
バ
ス

を
降

り
た
地
点

に
バ
ス

が
無

く
、

バ
ス
待

機
場
所

を
捜

す
の

に
手

間
取

っ
た
よ

う
で
あ

る
。

 

 
 

 

国
宝

・
羽

黒
山

五
重

塔
 

 
 

 
三

神
合

祭
殿

 
 

 
 

鐘
楼

と
大

鐘
の

広
場

 

 山
頂

駐
車

場
か

ら
鶴
岡
駅

前
の
ホ
テ
ル
ル

ー
ト
イ
ン

に
１

５
時
半

頃
に
到

着
。
鳥

海
山

は
、

一
日

中
雲

が
か

か
り

、
山
頂

は
全

く
見
え

な
か

っ
た

。
 

ホ
テ
ル

の
宿
泊

は
、
シ
ン
グ
ル

と
ダ
ブ
ル

の
部
屋

で
あ

り
、

夕
食

は
各

自

で
済
ま
せ

る
こ

と
に

な
る

。
１

８
時

か
ら

の
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

で
大
半

の

方
が

、
夕
食

を
さ

れ
て

い
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

「
さ

ん
ね
む
温
泉

」
5
:
4
0
→
6
:
2
0
象
潟

口
・
鉾
立
6
:
2
5
→
6
:
4
0
展
望

台
→
7
:
3
5

賽
の
河

原
7
:
4
5
→
8
:
2
5
御
浜

小
屋
9
:
0
0
→
9
:
3
5
賽

の
河

原
→
1
0
:
4
0
象
潟

口
・
鉾
立
1
1
:
0
0
→
1
2
:
4
0
羽
黒

山
随

神
門
1
2
:
5
5
→
1
4
:
0
0
三

神
合
祭
殿
→

羽
黒

山
駐

車
場
1
4
:
3
0
→
1
5
:
3
0
ホ
テ
ル
ル

ー
ト
イ
ン
鶴
岡
駅

前
。
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８８ ８８
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日

( 日日 日日
)     

「「 「「
月
山

月
山

月
山

月
山
」」 」」
    
快

晴
 

ホ
テ
ル

を
７

時
半

に
出

発
、
今

日
は
鳥

海
山

の
全

山
容

が
見

ら
れ

る
。

 

月
山

高
原
牧

場
を

経
て
羽
黒

山
へ

の
十
字
交
差
路

で
、
右
折

し
て

月
山

８

合
目

駐
車

場
( 標

高
1
4
0
0
m

) に
９

時
半

に
到

着
。

 

    
    

 

ホ
テ

ル
か

ら
の

月
山

 
 

 
駐

車
場

か
ら

の
月

山
( 右

端
)  

 
山

並
を

眺
望

 

 
 舗
装

道
を
辿

る
と
直

ぐ
に

分
岐

が
あ

り
、

中
之

宮
経

由
の
コ

ー
ス

へ
。
弥

陀
ヶ

原
湿
地

帯
に

は
、
整
備

さ
れ

た
木

道
が
あ

り
右
側
通

行
し
辿

る
と

、
残

雪
を
抱

い
た
鳥

海
山

が
良

く
見
え

る
。

 

    
    

 

残
雪

を
抱

い
た

鳥
海

山
 

 
 

月
山

中
之

宮
 

 
 

弥
陀

ヶ
原

湿
地

帯
を

望
む

 

 

な
だ

ら
か

な
尾

根
に
登

り
右
折

す
る

と
。
登

山
道

に
は
円
形
コ
ン
ク
リ

ー

ト
が
足

場
に
敷
設

さ
れ

て
い

る
。
程

な
く

月
山

中
之

宮
( 御

田
原

神
社

) に
至

る
。
湿

原
を
周
遊

す
る

分
岐
地
点

を
過
ぎ
弥
陀
ヶ

原
が
終

わ
る

と
、
ク
マ

サ

サ
の
背
丈

が
高

く
な

り
、
勾

配
の

き
つ

い
無
量
坂

を
越
え

た
地
点

で
小

休
止

。
 

    
    

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

無
量

坂
を

越
え

た
地

点
で

小
休

止
 

 
 

一
の

岳
の

山
裾

を
登

る
 

 一
の
岳

の
山
裾

を
徐

々
に

高
度

を
上
げ

て
行

き
、
二

の
岳

(1
7
5
8
.7

m
) 直

下
近

く
の

山
裾

を
登

り
尾

根
に

出
る

と
、
佛

生
池

小
屋

が
見
え

る
。
小
屋

の

傍
に
佛

生
池

( 標
高

1
7
4
3
m

) が
あ

り
９

合
目

で
あ

る
。
オ
モ
ワ
シ

山

(1
8
2
8
m

) と
は

、
真

の
頂

を
隠

し
て

、
自

ら
が
頂

上
と

「
思

わ
し

」
め

る
こ

と
に

由
来

と
の

こ
と

。
     

    
 

山
裾

を
辿

る
 

 
 

 
オ

モ
ワ

シ
山

と
佛

生
池

小
屋

 
 

行
者

返
し

の
道

標
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佛
生

池
小
屋

を
過
ぎ

る
と

、
登

山
道

の
石

が
大

き
く
歩

き
に

く
い

、
や

が

て
急
斜
面

の
登

り
に

「
行

者
返

し
」

の
道
標

が
在

る
。
役

行
者

が
除
魔
童

子

に
修

行
の
未
熟

を
悟

ら
せ

、
羽
黒

山
に
返

さ
れ

た
伝
説

が
あ

る
場
所

で
あ

る
。
 

    
    

 

    
月

山
山

頂
 

 
 

 
 

木
道

が
整

備
さ

れ
て

い
る
 

 
 

月
山

神
社

 

 整
備

さ
れ

た
木

道
を
辿

る
と
程

な
く

月
山

神
社

が
見
え

、
手

前
の
や
や

き

つ
い
斜
面

を
登

る
と

、
狭

い
月

山
山
頂

( 一
等

三
角
点

・
1
9
7
9
.8

m
) で
あ

る
。
 

1
9
8
4
m

の
月

山
山
頂

は
、

神
域

で
ロ

ー
プ

が
張

ら
れ

て
い

る
。

 

    
    

 

月
山

山
頂

に
掛

て
万

歳
三

唱
 

 
 

 
 

 
 

 
山

頂
か

ら
の

眺
望

満
喫

 

 月
山
頂

上
小
屋

の
前

を
通

り
、

南
向

き
の

月
山

神
社

本
宮

へ
。
登

山
ル

ー

ト
が

い
く
つ
も
あ

る
の

で
参
拝

者
が
多

く
順
番
待
ち

を
す

る
。

 

修
験

道
の

山
で
あ

り
、
般
若
心

経
の
勤

行
を

し
て
も
良

い
か

と
聞

く
と
通

 

じ
な

い
様

だ
。

神
道
系

の
修
験

道
で
あ

り
、
御
祓

い
( ５

０
０
円
／
人

) を
し

て
月

山
神
社

本
宮

に
参
拝

す
る

( 撮
影
禁

止
) 。
登
拝
認
定
書

と
月

山
神
社
御

祓
守

を
拝
受

。
 

南
側

の
斜
面

で
昼
食

。
児

嶋
さ

ん
コ

ー
ヒ

を
煎

れ
て

下
さ

る
。

 

下
山

は
、
同
じ
ル

ー
ト

を
引

き
返

す
、
足

を
痛
め

て
い

る
樋

口
氏

は
、

小

休
止

し
な

が
ら

下
山

し
て

い
る

が
、
遅

れ
る
事
無

く
月

山
８

合
目

駐
車

場
に

１
４

時
５

０
分

に
全

員
無
事

下
山

し
た

。
 

    
    

 

    
南

側
斜

面
で

昼
食

 
 

 
 

児
嶋

喫
茶

開
店

！
 

 
月

山
を

バ
ッ

ク
に

撮
影

 

 大
型
貸
切
バ
ス

は
、
対
向

車
を
交

す
の

に
一
苦
労

さ
れ

て
い

る
。

 

そ
の

内
、
ガ
ク
ン

・
ガ
ク
ン

と
な

り
、
対
向

車
を
交

す
道
路
巾

の
地
点

で

停
車

、
ク
ラ
ッ
チ
ギ
ヤ

が
機
能

し
な

い
と

の
事

。
児

嶋
氏

は
オ
イ
ル

に
エ

ア

ー
が

入
っ

た
の

で
は

・
・

と
の

ア
ド
バ
イ
ス

。
し
ば

ら
く

し
て
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ

の
利

く
ギ

ア
が

入
り

、
羽
黒

山
と

月
山
交
差
点
ま

で
ゆ

っ
く

り
下

る

が
、
や

は
り
調

子
が
悪

い
の

で
代
替
バ
ス

( 庄
内
バ
ス

) を
手

配
し

た
の

で
１

時
間
半
程
待
つ

こ
と

に
な

る
。

添
乗

員
の

中
西

さ
ん

は
、

こ
れ
ま

で
こ

ん
な

体
験

し
た

こ
と

の
無

い
ハ
プ
ニ
ン
グ

と
の
事

。
 

１
７

時
１

０
分

に
代
替

の
庄

内
バ
ス

が
来

て
、

荷
を
積
み
直

し
上

山
温
泉

「
古
窯

」
に

１
９

時
１

０
分
到

着
。

先
着

し
た

梶
野

氏
の

出
迎
え

を
受

け
合

流
す

る
。

 



 8 

日
本

の
宿

「
古
窯

」
は

、
１

３
０

０
年

前
の
窯
跡

の
あ

っ
た

場
所

か
ら
命

名
さ

れ
た

由
緒
在

る
老
舗

旅
館

で
、
多
数

の
有

名
人

が
描

い
た
楽
焼
皿

が
展

示
飾

ら
れ

て
い

る
。

 

快
晴

で
汗

を
か

い
た

の
で
最
後

の
夕
食
懇

親
会

は
２

０
時

か
ら
開
宴

し
２

１
時
半

前
に
終
宴

し
た

。
 

大
浴

場
は

、
１
Ｆ

・
紅
花

と
８
Ｆ

・
蔵
王

が
あ

り
、

時
間

帯
に
よ

る
男
女

交
代
制

で
「
蔵
王

」
か

ら
蔵
王

山
頂

が
望
ま

れ
る

。
 

    
    
    

 

フ
ロ

ン
ト

前
に

集
合

 
最

後
の

夕
食

懇
親

会
 

 
 

 
閉

宴
後

に
撮

影
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

ホ
テ
ル
ル

ー
ト
イ
ン
7
:
3
0
→
8
:
3
0
月

山
８

合
目
Ｐ
8
:
3
5
→
8
:
5
0
中
之

宮
 

9
:
0
0
→
1
0
:
2
0
佛

生
池

小
屋
→
1
0
:
5
5
行

者
返

し
→
1
1
:
3
5
月

山
山
頂
1
1
:
4
5
 

→
1
1
:
5
5
月

山
神
社

本
宮
1
2
:
0
5
→
1
2
:
1
0
昼
食
1
2
:
4
5
→
1
3
:
3
5
佛

生
池

小
 

屋
1
3
:
4
5
→
1
4
:
4
0
中
之

宮
→
1
4
:
5
0
月

山
８

合
目
Ｐ
1
5
:
0
0
→
1
5
:
4
0
羽
黒

 

山
・

月
山
交
差
点
1
7
:
1
0
→
1
9
:
1
0
上

山
温
泉

「
古
窯

」
。

 

  
 

 
８８ ８８
月月 月月
２
８

２
８

２
８

２
８
日日 日日
(( (( 月月 月月

)) )) 
「「 「「
蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山

蔵
王
山
」」 」」
晴

時
々

曇
り

 

応
急
修
理

が
出

来
ず

、
代
替

の
象
潟

合
同
バ
ス

を
同

行
し

て
い

た
佐
藤

運

転
手

さ
ん

が
運

転
し

て
、
昨
夜

「
古
窯

」
に

乗
入

れ
た

と
の

こ
と

。
 

 
上

山
温
泉
「
古
窯

」
を

８
時
半

に
出

発
し

、
蔵
王
エ
コ

ー
ラ
イ
ン

か
ら
蔵

王
ハ
イ
ラ
イ
ン

に
入

り
、
刈

田
岳

山
頂

駐
車

場
(
標

高
約
1
7
2
0
m
)
に

９
時

２

５
分

に
到

着
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

は
改
修

中
で
あ

る
が
ト
イ
レ

は
使

用
可

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
刈

田
岳
か

ら
下

っ
た
地
点

に
御
釜
(
水
深
3
0
m
、
直
径
3
3
0
m
)
な
ど

の
展
望

台
が
あ

り
、

一
旦

集
結
後

に
熊

野
岳

へ
と
登

る
。

 

少
し

下
り
「
馬

の
背

」
か

ら
少

し
登

っ
た
地
点

に
避
難

小
屋

と
熊

野
岳

山
 

頂
へ

の
分
岐

が
あ

る
。

 
 

山
頂

へ
と
斜
面

を
斜

上
す

る
と

、
山
頂

の
熊

野
神
社

の
社

が
見
え

る
と

山

頂
は
近

い
。

 

 
 

 
 

 
馬

の
背

へ
下

る
 

 
 

 
 

 
御

釜
 

 
 

 
 

 
 

 
熊

野
神

社
が

見
え

る
 

 

１
０

時
１

５
分

頃
に
登

り
、

木
製

の
鳥
居

を
く

ぐ
り

参
拝

す
る

。
 

神
社

の
東
側

が
熊

野
岳
(
1
8
4
1
m
)
に

な
っ

て
い

る
が

、
二
等

三
角
点

 

(
1
8
4
0
.
3
m
)
で

、
少

し
遅

れ
て
登

っ
て

来
る
人

を
待
つ

。
 

す
る

と
、

高
階

鈴
、

樋
口

氏
は

、
避
難

小
屋

方
角

へ
登

っ
て

行
っ

た
と

の

事
な

の
で

し
ば

ら
く
待
つ

が
来

な
い

の
で

、
三
角
点

を
囲

ん
で
登
頂
写
真

を

撮
る

。
 

 

下
山

は
、
熊

野
岳

か
ら
登

っ
た
コ

ー
ス

を
引

き
返

す
班

と
樋

口
氏
等

が
居

 

る
可
能
性

の
あ

る
避
難

小
屋

経
由

の
班

に
分

か
れ

、
先

刻
の
展
望

台
で

合
流

す
る
事

に
す

る
。
一

旦
下
山

し
か

け
た

が
熊

野
神
社

に
戻

り
、
椎
木

氏
導
師

に
般
若
心

経
の
勤

行
を

す
る

。
 

 



 9 

 
 

 
 

 
 

山
頂

の
熊

野
神

社
 

 
 

 
 

三
角

点
を

囲
ん

で
撮

影
 

 
熊

野
神

社
で

勤
行

 

 避
難

小
屋

経
由

で
下

山
し

た
上

村
和

美
さ

ん
が

、
熊

野
岳

か
ら

下
っ

た
川
 

島
が
馬

の
背

に
か

か
る

頃
に

、
足
早

に
降

り
て

来
て

樋
口

さ
ん
達

が
避
難

小

屋
に
居

な
い

と
連
絡

し
て

下
さ

る
。
先

に
下

山
し

た
と
思

わ
れ

、
川

島
が
展

 

望
台

に
残

り
、

上
村

さ
ん

に
バ
ス

で
待

機
し

て
い

な
い

か
確
認

し
て
頂

く
。
 

パ
ス

で
待

機
し

て
い

た
高

階
鈴

、
樋

口
氏

が
展
望

台
に

戻
っ

て
来

る
。

 

全
員

が
揃

う
ま

で
少

し
時

間
が
あ

る
の

で
刈

田
岳
(
刈

田
嶺

神
社
)
へ
登

 

拝
。
遅

れ
て

来
た
人
も
登
拝

し
て
頂

く
。

 
 

 
 

 
 

 

刈
田

岳
・

刈
田

嶺
神

社
 

 
 

ロ
バ

の
耳

と
蔵

王
山

 
 

 
 

 
道

の
駅

で
昼

食
 

本
行
事

で
企
画

し
た

山
登

り
は

１
２

時
前

に
終
了

し
、

宮
城
蔵
王
側

へ
と

下
山

。
車
窓

か
ら
ロ
バ

の
耳

と
蔵
王

山
を
撮

る
。

 

後
烏
帽

子
岳
・
前
烏
帽

子
岳

が
見
え
「
烏
帽

子
名

の
山

々
」
を
登
頂

の
為

、

登
り

に
来

た
事

が
思

い
出

さ
れ

る
。

 

遠
刈

田
温
泉
郷

の
宮
城
蔵
王
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
入
浴

着
替
え
(
上

村
和

、

大
江

徳
、
奥

村
;
有
料
)
の
為

１
５

分
間
立
寄

る
。
そ

の
後

、
道

の
駅
「

村
田

」

で
昼
食

に
す

る
。

 

昼
食
後

、
仙

台
市

の
ケ
ヤ
キ

並
木
・
定
禅
寺
通

り
、
仙

台
駅

前
、
広
瀬

川
 

の
市

内
見
学

を
さ
せ

て
頂

き
、

新
宮
市

と
姉

妹
都
市

の
名
取
市

を
走

行
し

、

仙
台

空
港

へ
。

 

椎
木
ご

夫
妻

は
、

２
～

３
日
栗
駒

山
辺

り
等

を
散
策

の
為

、
レ
ン
タ
カ

ー

を
予
約

さ
れ

て
い

て
、
レ
ン
タ
カ

ー
会
社

前
で

お
別

れ
す

る
。

 

 
空

港
に

１
５

時
４

０
分

に
到

着
。

す
る

と
合
資

・
象
潟

合
同
タ
ク
シ

ー
の

須
藤
智

和
事
業
部
長
他

１
名

が
、
迷
惑

を
か

け
た

と
謝
罪

に
手
土
産
(
え

な
に

は
う
ど

ん
)
を

参
加

者
全

員
に

下
さ

る
。

 

 
我

々
と

し
て

は
、
月

山
を
登

り
終
え

た
帰
路

で
あ

り
、
大

き
な
支
障

に
な

ら
な

か
っ

た
と
事

を
、
御
礼

方
々
伝
え

た
。

 

新
日

本
旅

行
社

の
中

西
さ

ん
は

、
搭

乗
券

の
手

配
で
忙

し
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
バ

ス
か

ら
降

り
る

 
お

世
話

に
な

っ
た

運
転

手
 

 
仙

台
空

港
内

に
て
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梶
野

氏
は

１
６

時
５

０
分

発
の
ピ

ー
チ
航

空
で

関
空

へ
。

 

梶
野

氏
と
我

々
の

搭
乗

口
は

、
同
じ

５
番
ゲ

ー
ト

で
、
梶

野
氏

を
皆

で
見
 

送
っ

た
４

５
分
後

に
我

々
が

搭
乗

す
る
事

に
な

る
。

 

 
A
N
A
7
3
8
便

は
、
約

１
５

分
遅

れ
て

出
発

の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
あ

り
、
ジ
エ

 

ッ
ト

機
で

の
飛

行
に

な
る

。
機

内
か

ら
富
士

山
が

見
ら

れ
た

。
 

 
 

 

搭
乗

口
で

出
発

を
待

つ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
機

内
か

ら
の

富
士

山
 

 

大
阪

空
港

に
１

９
時
過
ぎ

に
到

着
。

 

新
宮

組
も

新
名

神
道

・
紀

勢
道

経
由

で
帰

新
す

る
事

に
す

る
。
土

山
S
A
 

で
夕
食

を
済
ま
せ

、
２

３
時

３
０

分
に
帰

新
し

た
。

 

 
最
後

に
、
企
画

並
び

に
添

乗
し

て
下

さ
っ

た
和

歌
山

新
日

本
旅

行
・
中

西
 

様
の
ご
尽
力

に
よ

り
、
ス
ム

ー
ス

に
楽

し
く

山
行

行
事

を
終
え

る
事

が
出

来
 

た
こ

と
に
感
謝

と
御
礼

を
申

し
上
げ
ま

す
。

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

「
古
窯

」
8
:
3
0
→
9
:
2
5
苅

田
岳

山
頂
Ｐ
→
9
:
3
3
お
釜
展
望

台
9
:
3
8
→
1
0
:
1
5

熊
野
岳
1
0
:
4
5
→
1
1
:
2
5
展
望

台
→
1
1
:
3
0
刈

田
岳
1
1
:
4
0
→
1
1
:
4
5
刈

田
 

岳
山
頂
Ｐ
1
1
:
5
0
→
1
2
:
3
0

宮
城
蔵
王
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
(
着
替
え

入

浴
)
1
2
:
4
5
→
1
3
:
1
5
道

の
駅
「

村
田

」
1
4
:
0
5
→
1
5
:
4
0
仙

台
空

港
1
7
:
5
5

→
A
N
A
7
3
8
→
1
9
:
0
5
大

阪
空

港
1
9
:
3
5
→
1
9
:
4
0
中
国

豊
中
I
C
→
2
0
:
4
0

土
山
S
A
2
1
:
2
0
→
2
2
:
2
0
紀

勢
・

大
内

山
I
C
→
2
3
:
3
0
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記
；
川

島
、
写
真
；
川

島
・
梶

野
)
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                                        東北三山等遠征東北三山等遠征東北三山等遠征東北三山等遠征ツアーツアーツアーツアー会計報告会計報告会計報告会計報告     

      実施日；平成２９年８月２５日(金)～８月２８日(月)      

         収  入           収  出  

内   訳   金 額 内訳  金 額 

会費  新日本旅行(内訳下記)  

会費(16名)＠100,000 1,600,000 航空機料金(往復) 692,000 

石橋夫妻・三井(3名)＠95,000 285,000 貸切バス料金(有料道路料金・ 472,500 

椎木夫妻(2名)＠80,000 160,000 ・駐車料金・運転手宿泊代含む) 

田中(キャンセル料) 40,000 宿泊代(さんねむ温泉、 814,760 

梶野 15,000  ホテルルートイン、上山温泉) 

寄付金(玉岡憲明) 10,000 飛行機キャンセル料 40,000 

寄付金(今野孝祐) 5,000 旅行保健料 10,500 

  月山参拝料 10,500 

  伊丹空港駐車料金(3台)＠6,600 19,800 

  車提供代(沖崎・大江)＠27.000 54,000 

  車提供代(奥村)＠26.000 26,000 

    

    

 2,115,000  2,140,060 

余剰金(不足)   25,060 

    

 注) 不足分25,060円は、山彦ぐるーぷの一般会計より補填する(沖崎)。   

    


